
奈良県県土マネジメント部「週休２日試行工事」実施要領 （目的） 第１ 本要領は、建設現場における「週休２日」の確保に向けて、現状の課題を把握するた めに試行する「週休２日試行工事」に関し、必要な事項を定めるものとする。 
 

 （対象工事） 第２ 週休２日試行工事の対象は、県土マネジメント部において発注する以下のいずれの条 件も満たすものとする。 （１） 当初設計金額３０百万円以上の土木一式工事 （２） 工期を４ヶ月以上有する工事 ただし、災害復旧工事、緊急対応工事及び維持等の総価契約工事は除くものとする。 
 

 （用語の定義） 第３ 「週休２日」とは対象期間において、４週８休以上の現場閉所を行ったと認められる状態をいう。 
 ｢対象期間｣とは工事着手日から完成通知日までの期間をいう（年末年始休暇６日間及び夏期休暇３日間を除く）。なお、工場製作のみを実施している期間、工事全体を一時中止している期間のほか、発注者が特記仕様書により事前に対象外としている内容に該当する期間は含まない。 
 「現場閉所」とは、巡回パトロール及び保守点検等現場管理上必要な作業を行う場合、並びに交通誘導警備業務を行う場合を除き、１日を通して現場及び現場事務所が閉所された状態をいう。雨天時等により現場閉所となった場合においても現場閉所として取り扱えるものとする。ただし、資材搬入、運搬業務等の作業を行う場合は、現場閉所とはならない。 

 ｢４週８休以上の現場閉所｣とは、現場閉所率（対象期間内の現場閉所日数の割合）が、
28.5%以上の水準に達する状態をいう。 
 

 

 「工事着手日」とは、工事開始日以降に実際の工事のための準備作業（現場事務所の設置又は測量等）に着手する日をいう。  現場閉所率＝現場閉所を行った日数（日）対象期間（日）  



 「完成通知日」とは、工事完成通知書の提出日をいう。  
 

 （特記仕様書における記載） 第４ 発注者は、週休２日試行の対象工事を発注するにあたり、特記仕様書に週休２日試行の対象工事である旨を記載するとともに、現場閉所の達成状況に応じて設計変更の対象となる旨を記載するものとする。（別紙１参照） 
 

 （実施内容） 第５  週休２日試行の対象工事において、週休２日の実施内容は以下のとおりとする。 （１） 受注者は、工事着手日までに週休２日の実施の可否を工事打合簿（別紙２）により協議する。 受注者は、週休２日を希望する場合、工事打合簿（別紙２）の提出に併せて週休２日を考慮した工程を検討し、その工程について発注者と協議を行うものとし、協議結果に基づき週休２日の実施の旨を施工計画書に記載するものとする。 受注者は、週休２日を希望しない場合、次号から第５号に係る対応は不要となる。 （２）受注者は、週休２日の取得計画が確認できる休日取得計画書（別紙３）（月単位を原則とする。以下「計画書」という。）を作成し、当初月は工事着手日までに、それ以降は翌月の作業開始前までに監督職員に提出し確認を受けるものとする。 （３）受注者は前号で定めた計画書に対する休日取得実績書（別紙４）（以下「実績書」という。）を計画対象月の翌月に速やかに（土曜日及び日曜日並びに祝日を除く）発注者に提出し確認を受けるものとする。 （４）受注者は工事中、現場の工事関係者及び公衆の見やすい場所に、週休２日試行の対象工事である旨を明示するものとする。（別紙５参照） （５）受注者は、工事完成図書において次に掲げる書類を提示し、監督職員の確認を受けるものとする。 １）工事現場において週休２日試行の対象工事である旨を明示した（別紙５参照）ことがわかる写真等 ２）工事現場の労働者の勤務の状況がわかる書類（出勤簿、工事日誌等） 
 （費用の計上） 第６ 発注者は週休２日試行の対象工事において、受注者が第５条第１項に基づき、週休２日の実施を選択し、実施した場合は、現場閉所の達成状況に応じて別表に掲げる経費等に、それぞれ補正係数を乗じて契約変更を行う。 ただし、工事着手前に週休２日に係る協議が整わなかった場合は、補正の対象としない。 



（工事成績評定） 第７ 発注者は週休２日試行の対象工事において、受注者が第５条第１項に基づき、週休２日の実施を選択し、４週８休以上の現場閉所を実施した場合は、工事成績評定において評価するものとする。なお、週休２日を実施できなかった場合であっても、工事成績評定における減点は行わない。 
 

 （アンケート調査及びヒアリングの実施） 第８ 受注者は、発注者が週休２日試行に関するアンケート調査及びヒアリングを実施する場合は、調査に協力し、アンケート調査においては竣工検査日までにアンケートの回答を監督職員に提出するものとする。 
 

 附則 この要領は、平成３０年 ４月 １日から施行する。 この要領は、平成３０年１０月 ９日から施行する。 この要領は、平成３１年 ４月 １日から施行する。 



【別表】　
■補正係数 現場閉所率28.5%以上（４週８休以上相当） 現場閉所率25%以上、28.5%未満（４週７休以上８休未満相当） 現場閉所率21.4%以上、25%未満（４週６休以上７休未満相当）
労務費 1.05 1.03 1.01

機械経費（賃料） 1.04 1.03 1.01

共通仮設費率 1.04 1.03 1.01

現場管理費率 1.05 1.04 1.02※労務費に関し、労務費分が明らかになっていない市場単価等については補正の対象としない。※発注者は、現場閉所の達成状況に応じ、上表に掲げる経費等に、それぞれ補正係数を乗じて、変更契約を   行うものとする。



【別紙１】 

 特記仕様書への記載例 第〇条 週休２日工事の試行について 本工事は、受注者希望型の週休２日試行工事である。   実施については、奈良県県土マネジメント部技術管理課ホームページで公開している 奈良県県土マネジメント部「週休２日試行工事」実施要領により行うものとする。 （費用の計上） 発注者は、現場閉所の達成状況に応じて次に掲げる経費等に、それぞれ補正係数を乗じて契約変更を行うものとする。ただし、工事着手前に週休２日に係る協議が整わなかった場合は、補正の対象としない。 

 （工事成績評定） 発注者は週休２日試行の対象工事において、受注者が週休２日の実施を選択し、４週８休以上の現場閉所を実施した場合は、工事成績評定において評価するものとする。なお、週休２日を実施できなかった場合であっても、工事成績評定における減点は行わない。 
 （アンケート調査及びヒアリングの実施） 受注者は、発注者が週休２日試行に関するアンケート調査及びヒアリングを実施する場合は、調査に協力し、アンケート調査においては竣工検査日までにアンケートの回答を監督職員に提出するものとする。 



様式２９
□指示 □通知 □届出

受　注　者 上記について  □了解 ・ □協議 ・ □提出 ・ □報告 ・ □届出　 します。
               　　 □その他

　　当該工事においては、特記仕様書第◎条及び第○条に関して、週休２日を実施しません。

平成    　年   　月  　日
処　理　・　回　答
添付図     　葉、その他添付図書

□ その他(      )□承諾

平成    　年   　月   　日発　注　者 上記について  □指示 ・ □承諾 ・ □協議 ・ □通知 ・ □受理 　します。
               　　 □その他

　　当該工事においては、特記仕様書第◎条及び第○条に基づき、週休２日を実施しますので、
（週休２日を実施しない場合）
（内 容）（週休２日を実施する場合）

■ 受注者  発議年月日工  事  名 県道○○線　　○○工事（○○事業）　第○－○号
 週休２日を考慮した工程表について、別紙のとおり協議します。

      平成   　年   　月   　日発 議 事 項 ■協議 □提出 発 議 者 □ 発注者

総 括監督員 主 任監督員 監督員 現 場監督員 現 場代理人 主 任（監理）技術者

工工工工 事事事事 打打打打 合合合合 簿簿簿簿

事務所

【別紙２】

 



○参考様式【休日取得計画書】 工事名：○○○○工事 凡例：○：休日、作：作業日1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 祝 木 金 土 日 月 火計画実績計画実績計画実績計画実績計画実績計画実績計画実績計画 ○ 作 作 作 作 作 作 ○ 作 作 作 作 作 作 ○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 9 22実績 ○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ 作 作 作 ○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 11 20○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ 作 作 作 ○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 11 20

【別紙３】平成○○年 備考○月
工程

現場事務所の設置、資機材の搬入測量調査業務交通誘導警備撤去工仮設工 土留め・中間杭路面覆工地盤改良工 高圧噴射受注者 ○○建設（株） 現場代理人 □□　□□監理技術者 □□　□□現場閉所率現場閉所率現場閉所率現場閉所率

0.2903
備　　考 運搬業務 測量調査業務 休日予定 作業予定休日実績 作業実績事務所総括監督員 主任監督員 監督員 現場監督員 現場代理人 主任（監理）技術者



○参考様式【休日取得実績書】 工事名：○○○○工事 凡例：○：休日、作：作業日1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 祝 木 金 土 日 月 火計画実績計画実績計画実績計画実績計画実績計画実績計画実績計画 ○ 作 作 作 作 作 作 ○ 作 作 作 作 作 作 ○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 9 22実績 ○ 作 作 作 作 作 作 ○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 ○ 作 作 作 ○ 作 作 8 23○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ 作 作 作 ○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 11 20○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ 作 作 ○ ○ 作 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 ○ 作 作 作 ○ 作 作 10 21○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ 作 作 作 ○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 作 ○ ○ 作 11 20○ 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 作 ○ 作 作 ○ ○ 作 作 作 作 作 作 ○ ○ 作 ○ 作 作 作 ○ 作 作 10 21

【別紙４】平成○○年 備考○月
工程
現場事務所の設置、資機材の搬入測量調査業務交通誘導警備

現場閉所率現場閉所率現場閉所率現場閉所率

撤去工仮設工 土留め・中間杭路面覆工地盤改良工 高圧噴射 0.29030.2581受注者 ○○建設（株） 現場代理人 □□　□□監理技術者 □□　□□
備　　考 運搬業務 測量調査業務 雨天により休工 休日予定 作業予定休日実績 作業実績事務所総括監督員 主任監督員 監督員 現場監督員 現場代理人 主任（監理）技術者



【別紙５】

ご 迷 惑 を お か け し ま すご 迷 惑 を お か け し ま すご 迷 惑 を お か け し ま すご 迷 惑 を お か け し ま す

平成○年○月○日まで

時間帯　○:○○～◯:◯◯

        一般国道○○号   ○△工事

発注者　奈良県○○土木事務所
電話　○○○○－○○－○○○○

施工者　○○建設株式会社
電話　○○○○－○○－○○○○

  この工事は、建設産業の就
  労環境の改善に取り組むた
  め、週休２日を試行しており
  ます。

週休２日試行工事

奈 良 県


